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豊

道

一
 
日
本
曹
洞
宗
下
の

「嗣
書
」
に
つ
い
て
次
の
事
柄
が
あ
る
こ
と

は
周
知

の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
こ
に
掲
げ
た

「
正
法
眼
藏
嗣

書
」
あ
る
い
は
そ
れ
の
爲
本
と
し
て
の
書
名
と
、

一
般
に

「
お
嗣
書
」

と
奪
構
す

る
と
こ
ろ
の
永
不
高
租
が
天
童
如
浄
繹
師
か
ら
授
與
さ
れ
來

つ
た
傳
法
を
讃
す
る
室
中
の
秘
書
と
し
て
の

「
嗣
書
」
と
、
今

一
つ
は

宗
侶
が
傳
法
嗣
法
の
儀
式
に
師
僧
か
ら
授
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
の

「
お
嗣

書
」

で
あ
る
。
道
元
輝
師
授
受
の

「
お
嗣
書
」
は
、
現
に
國
寳
と
し
て

指
定
さ
れ
、
永
李
寺
寳
庫
に
秘
藏
さ
れ
て
お
り
、

一
般
宗
侶
が
相
承
し

た
と
こ
ろ
の

「
お
嗣
書
」
は
言
う
ま
で
も
な
く
各

墨
の
室
中
に
秘
在
す

る
。
然
し
て

『
正
法
眼
藏
嗣
書
』
は
、
右
の

「
お
嗣
書
」
が
軍
な
る
物

件

で
は
な
く
、
繹
奪
以
來
嫡

々
相
承
の
正
法
眼
藏
そ
の
も
の
を
象
徴
し

て
い
る
こ
と
を
開

示
せ
ら
た
書
物

で
あ
る
。
か
か
る

「
正
法
眼
藏
嗣

書
」
巻
が
、
あ
る
時
代
、
あ
る
人
師
に
よ
つ
て
は
必
ら
ず
し
も
高
祀
の

文
讃
と
し
て
、
或
い
は
意
義
に
お
い
て
妥
當
な
も
の
で
は
な
く
儂
作
な

い
し
は
添
加
を
含
む
も
の
と
し
て
唾
棄
す
べ
き
云
々
と
い
う
所
説
が
な

さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
尤
も
今
日
に
お
い
て
は
道
元
輝
師
眞
筆
本
が
獲

見
さ
れ
現
存
し
た
事
が
し
ら
さ
れ
て
お
り
問
題

の
起
き
よ
う
筈
は
な
い

の
で
あ
る
。
が
、
尚
残
る
と
こ
ろ
の
宗
學
思
想
史
の
上
で
大
き
な
地
位

を
占
め
る
天
桂
和
尚
乃
至
そ
の
影
響
下
の
あ
り
方
を
糾
す
便
に
し
た
い

と
い
う
の
が
本
論
の
目
的
で
あ
る
。

二
 
天
桂
和
爾
は
正
法
眼
藏
の

「面
授
」
と

「嗣
書
」
の
二
巻
を
斥

け
る
根
嫁
と
圭
張
を
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

レ

ハ

ノ

ノ

ノ

コ
ト

ニ
シ

テ

ル

夫
雲
繹
師
永
季
嫡
孫
、
中
興
五
世
、
宗
祀
時
世
去
已
不
レ遠
、
七
十
七
年
而
所

セ

ト

ハ

ノ

レ
編
二集

正
法
眼
藏

六
十
篇
、

其
中
無
二
面
嗣
二
篇
、

蓋
不
レ
聞
レ
有
二
雲
師
前
程

ノ

ニ

レ

ノ

ナ

ラ

ン

ノ

此
書
之
排
纂
、
則
直
是
古
佛
染
翰
眞
本
也
、
古
代
所
レ爲
永
昌
、
洞
雲
、
瑠
璃

ノ

ニ

モ

レ

ノ

ル

ヤ

ノ

ミ

テ

光
、

泉
福
寺
等
本
、

自
二
何
庭

一得
來
耶
、

老
僧

頗
疑
レ
之
耳
、

或
錐
レ
有
下
由
ニ

ノ

ニ

ス
ル

カ
ラ

テ

ニ

ト
シ
テ

ニ

雲
師
本
一繕
爲
者
、
皆
悉
烏
焉
羊
芋
之
誤
不
レ些
、
是
以
今
已
向
二五
百
年
、無

ア

ヘ

ナ

ル

カ

ナ

ノ

ス

ル

コ
ト

ス

ノ

レ有

三
言
レ
之
者
、

臆
時
乎
時
哉
、

如
レ是

宗
乗
不
レ能

レ
流
二
通
之
、
至
若
没
鼻
孔

ヤ

カ

ラ

ト

メ

ニ

(
1
)

族
謂
二之
秘
書
一閣
二在
無
事
甲
裏
、
爲
二轟
鼠
一所
二譲
蝕
一悲
哉
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
敢
え
て
諸
本
の
傳
承
を
無
視

し
て
義
雲
和
尚
の
六
十

巻
本
に
根
檬
を
み
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
た
め
に
す
る
立
場

か
ら
出
た
も
の
で
中
正
な
意
見
と
は
認
め
が
た

い
。
因
み
に
和
倫
が
根
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擦
と
す
る
六
十
巻
本
の
編
集
態
度
と
、
そ
の
中

に
面
嗣

二
巻

の
脱
落

は
、
面
山
、
萬
仮
の
雨
和
街
が
傳
え
る
が
如
く
官
本
上
納
の
爲
に
し
た

編
纂
に
依
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、
或
い
は
そ
こ
に
天
桂
和
省
と
意
圖
は
異

な
る
が
相
通
ず
る
消
息
が
あ
つ
た
か
も
知
れ
な
い
。
が
然
し
、
相
似
が

直
ち
に
同
軌
と
は
申
せ
ぬ
事
柄
は
他
に
も
多
く
あ
る
。
然
も
諸
本
に
面

嗣
二
巻

の
傳
承
を
認
め
た
上
か
ら
は
、
む
し
ろ
問
題
は
天
桂
和
尚

の

ハ

ノ

ル

「決
是
盲
禿
子
の
妄
添
な
り
、
-
悲

哉
面

嗣
爾
篇
如
レ
是
疑
怪
者
頗

ニ

多

云

々
」
と
言

つ
て

「
實
是
古
佛
の
自
己
を
面
授
と
の
玉
ふ
、
示
謳

(
2
)

に
背
馳
す
る
も
の
は
、
宗
乗
を
敗
績
す
る
魔
外
な
り
云
々
」
と
い
う
思

想
の
あ
り
よ
う
か
ら
省
み
な
く
て
は
な
ち
ぬ
。
こ
れ
に
封
し
て
卍
山
老

(
3
)

人
が

「
一
一
認
二其
妄
見
一爲
二自
心
謹
契
一云
々
」
と
反
駁
し
て
い
る
事

は
鯨
り
に
も
有
名
で
あ
る
。
然
し
尚
そ
の
説
示
に
足
ら
ざ
る
も
の
が
あ

る
爲
、
面
山
和
爾
補

つ
て

「衣
椥
譜
二訣
濟
家
之
輩
。
而
叩
與
レ
我
混
焉
。

夫
如
二
我
之
嗣
書
殉
則
正
法
眼
藏
中
有
二嗣
書
巻
殉
而

謂
二曹
漢
嫡
血
り

(
4
)

何
與
レ
彼
混
。
其
道
理
則
天
地
懸
隔
云
々
」
と
宗
義
の
匠
別

の
上
か
ら

も
解

い
て
い
る
。
そ
の
道
理
か
ら
別
虜
で
は

「
理

ハ
式
、
式
ガ
直

二
理

(5
)

ナ
ル
ワ
ケ

ヲ
参
究

ス
ベ
シ
」
と
諭
し
て
い
る
。
萬
似
和
尚
に
至

つ
て
は

(
6
)

「
マ
ス
マ
ス
町
寧
ナ
ラ
ザ
レ
バ
正
法
滅
却
ス
コ
ト
ヲ
」
と
深
理
の
上
か

ら
憂
え
て

い
る
。
然
し
以
上
を
も
つ
て
し
て
も

一
部
天
桂
下
の
面
嗣
二

巻
妄
添
の
疑
を
晴
ら
す
に
は
未
だ
十
分
と
は
い
え
な
い
憾
が
あ
ろ
う
。

否
む
し
ろ
宗
乗
的
観
念
か
ら
み
た

一
見
解
で
あ
る
と
い
う
諺
り
す
ら
残

そ
う
。
が

「
嗣
書
巻
」
の
眞
筆
本
が
實
は
今
に
し
て
獲
見
さ
れ
世
に
明

ら
か
に
な
つ
た
の
で
は
な
く
、
當
時
天
桂
和
省

自
身
秘
か
に
高
祀
の
眞

筆
本
を
拝
覧
す
る
結
縁
が
あ
つ
た
と
案
ぜ
ら
れ
る
躍
跡
が
あ
る
。
尤
も

こ
の
眞
筆
本
は
、
い
わ
ゆ
る

『
里
見
本
』
で
は
な
く
香
積
寺
本
の

「切
」

で
あ
る
。

「香
積
寺
本
」
と
は
、
三
原
の
香
積
寺
所
藏

の
高
租
眞
筆

「
嗣
書

巻
」
切
に
因
む
も
の
で
、
寛
永
年
間
に
清
源
院
安
聖
自
穏
上
人
の
手
に

よ
つ
て
二
十
六
ケ
庭
に
分
施
せ
ら
れ
た
も
の
の
断
簡
と
、
分
施
に
先
だ

つ
て
な
し
た
臨
書
と
、
分
施
経
過
の
備
忘

「
書
永
李
開
山
高
祀
嗣
書
巻

(7
)

後
」
か
ら
な
る
も
の
で
あ
る
。
今
の
問
題
に
關
連
す
る
事
柄
と
し
て
、

右
、
備
忘
の
記
録
に
永
卒
寺
頓
隻
を
始
め
、
丹
波
随
岸
寺
萬
安
、
加
賀

大
乗
寺
月
舟
、
随
岸
寺
の
獺
琿
和
倫
な
ど
を
含
む
時
代
の
有
徳
あ
る
い

は
居
士
の
名
を
連
ね
て
分
施
先
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
の
萬
安
和
省
は
言
う
ま
で
も
な
く
興
聖
寺
の
中
興
五
世
で

あ
り
、
獺
暉
和
尚
は
そ
の
六
世
で
あ
る
。
七
世

に
は
龍
幡
松
雲
が
出

た
。
天
桂
和
尚
は
、
寛
文
七
年
丁
未
に
参
洛
し

て
こ
の
龍
幡
に
随
身
し

(8
)

て
い
る
。
こ
の
頃
な
お
癩
繹
は
世
に
あ
つ
た
。
從

つ
て
現
に
興
聖
寺
に

寳
藏
す
る
と
こ
ろ
の
二
切
に
は
接
す
る
機
會
が
十
分
に
あ
つ
た
筈
で
あ

る
。
少
な
く
と
も
そ
の
確
在
を
し
ら
さ
れ
て
い
た
事
は
、
あ
れ
程
の
機

鋒
峻
蛸
を
も
つ
て
な
ら
し
な
が
ら

「
嗣
書
巻
」

そ
の
も
の
の
存
在
を
否

定
し
得
ず
、
僅
か
に
己
見
に
満
た
ざ
る
箇
庭
を
妄
添
と
批
し
た
に
過
ぎ

な
い
経
過
は
、

こ
の
邊
り
の
漕
息
に
よ
つ
た
故

で
は
な
か
ろ
う
か
。
因

み
に
宗
統
復
古
の
梅
峯
老
人
は
龍
蠕
の
後
佳
で
興
聖
の
八
世
で
あ
る
。

『
正
法
眼
藏
嗣

書
』

の
傳
承

と
そ

の
思
想
的
意
義

(
横

井
)
 

二
六
三
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二
六
四

具
つ
こ
の
章
の
終
り
に
附
記
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
事
柄
と
し
て
、
前
述

せ
る

「
六
十
巻
本
」
の
底
本
は

「
七
十
五
巻
本
」
を
底
本
に
し
た
編
集

で
あ
る
こ
と
は
今
で
は
明
ら
か
な
こ
と
を
記
し
て
次
に
移
り
た
い
。

三

宗
門
室
中
の
傳
授
に
三
物
が
あ
る
事
は
周
知
の
事
柄
で
今
更
説

明
を
要
し
な
い
。
そ
の
三
物
以
外
に
も

「
切
紙
」
と
構
せ
ら
れ
る
も
の

が
室
中
に
よ
つ
て
は
傳
え
ら
れ
て
を
り
、
ま
た
そ
の
種
類
は
極
め
て
多

(
9
)

い
。
永
久
博
士
の
紹
介
さ
れ
た

一
例
に
、
山
口
縣
の
關
雲
寺
の

「通
幻

派
石
屋
ゆ
。
覚
隠
傳
授
切
紙
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
寛
文
第
八
戌
申
歳
、
前

永
李
天
徳
六
世
塞
隻
が
記
し
残
し
た
も
の
で
、
佛
袋
五
十
二
通
、
法
袋

五
十
六
通
、
僧
袋
五
十
三
通
、
合
計

一
百
六
十

一
通

が
あ

る
。
な

お

「
切
紙
」

に
つ
い
て
は
面
山
和
尚
も

『
洞
上
宗
内
断
紙
棟
非
私
記
』

一

巻
を
撰
し

て
意
見
を
述
べ
て
い
る
が
、
右
の
開
雲
寺
切
紙
の
上
に
、
第

十

一
と
十
二
は
傳
授

の
作
法
、
第
十
三
は
嗣
書
要
儀
、
第
十
四
は
嗣
書

作
合
血
の
誰
が
あ
つ
て
、
然
も
こ
の
第
十
四
は
内
容
か
ら
見
て
正
法
眼

藏
の
嗣
書

の
巻
と
大
騰
に
於

い
て
内
容
が

一
致
し
て
い
る
と
い
う
事
で

あ
る
。
然

し
て
こ
の
切
紙
の
外
に
通
幻
和
倫
の
人
事
と
か
、
十
哲
の
付

授
物
と
か
稻
す
る
も
の
が
あ
り
、
宗
門
の
教
育
的
見
地
か
ら
見
て
も
極

め
て
興
味
深
い
も
の
を
列
記
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
も

『
正
法
眼
藏

嗣
書
』
の
授
受
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
さ
て
か
か
る

『
正
法
眼
藏
嗣

書
』

の
傳
承
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
授
受
の
古
態
を
維

持
し
た
も

の
を
、
岸
澤
老
僧
は
入
手
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
題

し
て

『
長
緑
本
』
と

『
永
緑
本
』
と
構
す
る
二
本
が
そ
れ
で
あ
る
。

一
行
の

字
数
や
行
数
も

「
眞
筆
本
」
と
異

な
つ
た
爲
本

で
あ
る
が
、
表
題
に

「
嗣
書
」
と
の
み
あ
つ
て

「
正
法
眼
藏
」
の
総

題
を
冠

し
な

い
こ
と

や
、
中
題
の
「嗣
書
」
を
別
行
で
認
め
て
い
る
こ
と
は
眞
筆
本
、
香
積
寺

本
に
同
じ
で
あ
り
假
名
が
攣
髄
假
名
か
ら
片
假
名
に
移
さ
れ
て
は
い
る

が
、
そ
の
文
言
は
草
稿
本
と
み
て
差
支
無

い
香
積
寺
本
は
暫
ら
く
お
い

て
眞
筆
本
の
原
型
を
良
く
傳
え
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
長
緑
本
は
そ
の
奥

書
の
識
語
に

「
寛
元
元
年
癸
卯
七
月
廿
六
田
以
越
州
御
書
御
本
交
之
/

建
長
七
年
財
二
月
廿
四
日
於
永
季
寺
首
座
寮
書
爲
之
畢
/
叉
交
義
鑑
一
校
畢
/

鷹
永
拾
陸
年
姑
洗
三
日
傳
畢
/
干
時
長
緑

元
年
盈
八
月
日
於
龍
文
室
内

傳
授
畢

(以
上
璽

)

干
時
鷹
仁
亥二丁
年
十
二
月

合

於
大
寧
室
内
傳
授

畢
」
と
あ
る
か
ら
次
の
様
子
が
し
ら
さ
れ
る
。
先
ず
第

一
行
の
御
本
交

之
と
い
う
の
は
、
永
卒
寺
二
代
の
孤
雲
琿
師
書
爲
の
消
息
で
、
次
の
義

鑑
す
な
わ
ち
三
代
の
徹
通
和
爾
の
校
合
を
物
語

る
。
『
御
遺
言
記
録
』

に
よ
れ
ば
建
長
六
年
十
二
月
二
十
三
一日
に
師
の
孤
雲
よ
り
嗣
書
傳
法
の

(
1
0
)

記
録
を
示
さ
れ
、
あ
け
て
七
年
の
正
月
二
日
に
入
室
、

翌
三
日
に
嗣
書

な
ら
び
傳
衣
の
こ
と
を
示
さ
れ
、
同
十
三
日

に

「嗣
書
」
を
葬
覧
、

然
し
て
そ
の
翌
十
四
日
嗣
法
、
從
つ
て
嗣
書
巻
書
爲
の
二
月
二
十
四
日

は
嗣
法
後
と
い
う
事
が
明
か
に
さ
れ
る
。
次
行

の
鷹
永
拾
陸
年
姑
洗
三
申

日
は
鷹
永
拾
六
年
三
月
三
日
と
い
う
事
で
、
傳

畢
も
次
の
行
の
傳
授
畢

と
は
言
う
ま
で
も
な
く
印
謹
と
し
て
の
意
味
を
含
む
故
、

こ
こ
に
署
名

が
な
く
と
も

「
大
寧
寺
室
内
云
々
」
を
遡
つ
て
み
れ
ば
、
龍
文
寺
開
山

の
竹
居
正
猷
和
尚
を
経
て
石
屋
眞
梁
に
至
る
こ
と
は
明
ら
か
と
な
る
。
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な
お
石
屋
和
倫
の
年
譜
を
探
つ
て
み
る
と
、
こ
の
竹
居
和
尚

へ
の
傳
授

は
総
持
寺
の
室
中
に
該
當
す
る
。
吹
に

「大
寧
寺
云
々
」
は
當
然
大
奄

須
盆
を
さ
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
大
奄
は
初
め
竹
居
に
つ
き
、
次
で
法

嗣
の
審
之
爲
瑠
に
嗣
法
し
た
。
時
に
寳
徳
元
年
己
巳
六
月
初

一
日
で

『
績
日
域
洞
上
諸
祀
傳
』
に
よ
れ
ば
同
じ
日
に

「
以
二所
傳
法
衣
井
從

(
1
1
)

上
相
承
圖
様
等
事
件
書
数
一付
畢
」
と
記
し
て
い
る
。
鷹
仁
二

年

の
丁

亥
は
異
墨
添
加
の
誤
字
で
戌
子
が
正
し
い
。
因
み
に
大
奄
は
瑠
璃
光
寺

本
で
有
名
な
周
防
の
瑠
璃
光
寺
の
開
山
で
あ
る
。
全
巖
東
純
は
そ
の
二

世
で
あ
る
。

次
に
永
緑
本
で
あ
る
が
、
そ
の
識
語
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
「
(前
略
)

建
長
七
年

乙
卯
二
月
廿
四
日
於
永
卒
寺
首
座

寮
書
爲
畢
/
義
堕

一
授
了

/
傳
與
閤
藏
圭
/
長
緑
三
年
己
卯
二
月
廿
九

日

愼
終
剣
/
傳
與
雲

藏
圭

宥
閣
到
/
付
與
勤
藏
圭

智
雲
釧
/
付
與
長
索

宗
勤

/
付
與
繹
等

長
索
鋼
/
付
與
宗
印

輝
等
到
/
付
與
宗
清

永

緑
二
年
二
月
十
五
日
宗
印
華
押
/
付
與
智
峰

元
緑
五
壬
申
正
月
十
八

日
秀
敷
/
付
與
白
峰

享
保
五
庚
子
三
月
廿
六
日

智
峰
」
と
あ
る
。

法
系
は
や
は
り
石
屋
派
に
し
て
竹
居
と
は
法
春
の
畳
隠
下
で
あ
る
。
筒

こ
の
傳
承
と
全
く
同
じ
識
語
の
本
が
や
は
り
瑠
璃
光
寺
に
も
傳
え
ら
れ

て
い
る
。

こ
の
他
で
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
は
、
大
本
山
永
卒
寺
の
寳

藏
に

「
嗣
書
」
と
署
し
、
三
寳
印
が
お
さ
れ
そ
の
下
部
に

「
縁
思
宗
之

抄
/
同
有
嗣
書
」
と
認
め
、
左
柱
に

「□
□
訣
」
と
あ
る
露
蝕
で
讃
め

ぬ
文
書
が
あ
る
。
「
縁
思
宗
」
と
は
宗
門
の
切
紙
に
同

じ
で
、
内
容
は

開
雲
寺
傳
承
本
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。
次
に
豊
橋
の
全
久
院
に
二
世

光
國
舜
玉
和
爾
筆
の
眞
字
本
の
嗣
書
巻
が
納
藏
せ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の

識
語
に
は
高
祀
か
ら
八
世
の
法
孫
大
洞
如
仲
か
ら

「乃
至
嫡
嫡
正
傳
來

云
々
」
と

「傳
付
舜
玉
首
座
」
に
至
ら
し
め
、

「日
本
永
正
十
二
季
乙
亥

八
月
十
二
日
傳
法
沙
門
舜
玉
拝
納
」
と
し
て
あ
る
。

以
上
、
室
内
の
傳
承
を
み
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
何
れ
も

宗
統
復
古
の
運
動
を
契
機
に
見
ら
れ
な
く
な
る

の
は
、
そ
れ
は
そ
れ
な

り
に
筋
目
は
通
る
も
の
で
あ
る
。
最
後
に
現
代

の
宗
師
家
で
あ
る
岸
澤

老
師
は
、
天
桂
和
尚
の
か
か
る
あ
り
方
に
封
し
て

二

は
格
外
を
と
き

一
は
塵
中
を
と
き
、

二
巻
そ
ろ
ふ
た
と
こ
ろ
で
宗
乗
を
圓
満
す
る
だ
」

と
糾
し
、
そ
の
宗
旨
を
高
租

の

「
讃
上
に
萬
法
を
あ
ら
し
め
、
出
路
に

一

如
を
行
ず
る
な
り
、
そ
の
超
關
脱
落
の
と
き
、

こ
の
節
目
に
か

は
ら

(
1
2
)

ん

や
」

と

い
う

を

引

い

て
謹

明

と

し

て

い
ら

れ

る

が
、

『
正

法

眼

藏

嗣

書

』

傳

承

の
思

想

的

意

義

を

表

わ

し
た

も

の
と

し

て
高

く

評

債

せ
ら

れ

な

く

て

は

な
ら

な

い
。

1
 
眼
藏
註
全
書
第
七
巻

一
一
〇
頁
。

2
 

同
書

一
五
〇
頁
。

3
 

曹
全

書
室
中

一
二

七
頁
下
。

4
 

同
書

一
九
五
頁
下
。

5
 
同
書

一
七
二
頁
下
。

6
 
同
書

一
五
六
頁

上
。

7
 

宗
學
研
究
第
四
號
有
木
環
山
師
、

地
方

に

遺
在
す

る
宗
史
資
料

の
研
究
参
照
。

8
 

曹
全
書
史
傳
下
、

退
藏
始
組
天
桂

和
倫
年
譜
参
照
。

9
 

大
乗
繹
第
二
十
八
巻
第
六
號
所
載
論
文
。

10
 

曹
全

書
宗
源
下
二
五
七
頁

下
、

以
下
。

11
 

同
書

史
傳

上

一
一
二
頁
上
。

12
 

正

法
眼
藏
現
成
公
案
巻
葛
藤
集
三
二
五
頁
。

『
正
法
眼
藏
嗣
書
』

の
傳
承

と
そ
の
思
想
的
意
義

(
横

井
)
 

二
六
五
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